
Ⅴ 生活衛生部の業務概要
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第１ 医療薬事グループの業務

第1-1 医事薬事チームの業務

１ 医 務

「いつでも 「どこでも 「等しく」保健医療サービスを受けられる包括的な供給体制の確立を」 」

目指し、医療体制の整備、医療施設の指導・監督、許認可等の幅広い業務を行っています。

(1) 医療施設 （平成19年4月1日現在）

区 分 歯科 施 歯科 介護老人保健施設病 院 診 療 所

(高齢者支援ﾁｰﾑ担当)施 病 床 数 施 病 床 数 診 術 技

設 精神 結核 感染 療養 一般 設 一般 療養 療 所 工 施設 入所 通所

市町村 数 症 数 所 所 数 定員 定員

7 215 50 6 265 796 57 94 9 39 49 14 3 250 70須賀川市

1 20 20 24 109 24 16 35 9 2 200 40田 村 市

9 4 11 3鏡石町

5 2 1 2天栄村

14 6 12 5岩瀬郡

12 27 8 17 3 1 100 15石川町

6 2 5玉川村

1 120 22 3 3 2平田村

6 2 4 1浅川町

3 2 2古殿町

1 120 22 30 27 17 30 4 1 100 15石川郡

1 86 12 22 5 17 2三春町

1 30 36 124 8 62 7 8 1小野町

2 30 36 210 20 84 12 25 3田村郡

11 215 80 6 441 1,048 145 314 33 90 151 35 6 550 125管内計

(2) 医療従事者数 （平成18年12月31日現在）（総務グループ担当）

歯 科 准 看 歯 科 歯 科区分
医 師 薬剤師 保健師 助産師 看護師

医 師 護 師 工 衛生士市郡名 技 士

須賀川市 102 36 92 32 26 552 322

岩 瀬 郡 14 14 10 6 17 21

石 川 郡 27 24 32 21 63 102

田 村 郡 57 29 48 13 11 93 81

田 村 市 － － － 18 60 123

管 内 計 200 103 182 90 37 785 649 62 89

但し、医師 歯科医師 薬剤師数については（平成16年12月31日現在）

(3) 医療監視実施状況

関係法令に適合しているか立入検査を実施し、適正な医療が提供されるよう指導しています。

（平成18年度）

施術所 歯科技工所 合 計病 院
診 療 所

一 般 歯 科

11 8 6 5 30
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（県中地域保健医療圏：郡山市含む （平成19年4月１日現在）２ 救急医療 ）

安心して快適な生活を過ごすため、突然起こる災害、事故、急病。その症状、状態、程度などに

応じ、必要かつ適切な医療が受けられるよう救急医療体制を整備しています。

(1) 初期体制（第一次 （入院を必要としない軽症者に対するもの））

ア 休日・夜間急患センター

名 称 所 在 地 開 設 者

郡山市休日・夜間急病ｾﾝﾀｰ 郡 山 市 郡山市長

須賀川地方休日夜間急病診療所 須賀川市 須賀川地方保健環境組合管理者

イ 在宅当番医制

地 域 名 実施主体

郡 山 市 郡山医師会

田村市・田村郡 田村医師会

石 川 郡 石川郡医師会

(2) 第二次体制（入院を必要とする中等症・重症患者に対するもの）

ア 病院群輪番制

地 域 名 市 郡 名 参加病院数 参 加 病 院 名

今泉西病院・太田熱海病院・太田西ノ内病院郡 山 市

郡 山 田 村 市 7 寿泉堂綜合病院・総合南東北病院・星総合病院

田 村 郡 保科病院

須賀川市

須賀川 岩 瀬 郡 3 池田記念病院・公立岩瀬病院・須賀川病院

石 川 郡

イ 救急病院

市 郡 名 病 院 数 病 院 名

今泉西病院・太田熱海病院・太田西ノ内病院

郡 山 市 8 桑野協立病院・寿泉堂綜合病院・総合南東北病院

星総合病院・保科病院

須賀川市 公立岩瀬病院・独立行政法人国立病院機構福島病院
4

石 川 郡 須賀川病院・ひらた中央病院

ウ 救急協力病院（診療所）

市 郡 名 医療機関数 医 療 機 関 名

郡 山 市 2 佐藤胃腸科外科病院・菁莪堂栗山外科胃腸科医院

田 村 郡 4 町立三春病院・公立小野町地方綜合病院・大方病院・白岩医院

(3) 第三次体制（生命の危機が切迫している重篤患者に対するもの）

救命救急センター

（財）太田綜合病院附属太田西ノ内病院（郡山市西ノ内二丁目5－20）
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３ 薬 事

(1) 薬事関係営業

薬事法に基づき、保健衛生の向上を図るため、医薬品・医薬部外品・化粧品及び医療用具につ

いて、監視・指導を実施しています。

ア 薬事関係営業者数 （平成19年3月31日現在）

医 薬 品 部 化 医療機器区分

薬 製造業 一般 薬 特例販売業 配 外 粧 製 修 販高 販管

専 薬 小 卸 種 甲 農 医 歯 空 置 品 品 売度 売理

商 療 販 製 製 造 理 ・管 ・医

販 用 売 造 造 賃理 賃療

局 業 局 売 売 売 種 協 ガ 科 港 業 業 業 業 業 貸機 貸機

業 ス 業器 業器市町村

118 11 11 65 40 25 1 1 9 49 195 801郡 山 市

28 3 2 4 1 6 4 1 4 1 2 4 1 26 141須賀川市

16 3 5 8 2 1 2 4 10 77田 村 市

4 1 2 1 1 1 2 24鏡 石 町

2 1 1 2 5天 栄 村

8 3 2 6 1 3 60石 川 町

2 1 1 1 1 6玉 川 村

1 1 1 1 8平 田 村

3 1 1 1 1 14浅 川 町

1 2 1 11古 殿 町

3 1 2 1 2 30三 春 町

4 2 4 1 1 2 34小 野 町

190 15 23 9 67 70 1 16 1 0 1 33 3 6 18 50 245 1,211合 計

イ 薬局・医薬品等販売業等の許可等事務処理件数 （平成18年度）

休廃止 届出済 販売先 配 置区 分 新 規 更 新 書 換 再 交 変更 承 認

等 届 証交付 変 更 従事届交 付 付 届

薬 局 19 28 519 8

3 3 2(薬局)医薬品製造販売業

3 3 2 44薬局製造販売医薬品製造業

1 3 1一 般 販 売 業

6 8 3 1 70 10 1卸 売 一 般 販 売 業

39 15 3 37薬 種 商

2 6特 例 販 売 業

1 2 1 3配 置 販 売 業

32 35 5 1 31 110配 置 身 分 証 明 書

39 8 2 89 19高度管理機器販売業

144 4 19 108 8管理医療機器販売業

合 計 280 97 20 4 716 221 8 1 44 110
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ウ 医薬品等製造業等の許可等事務処理件数 （平成18年度）

区 分 承認新規 更新 区分 区分 書換 変更 休廃 品目 化粧品製 製品届

整理追加 変更 交付 届 止届 廃止 造販売届 廃止

2 1医 薬 部 外 品 製 造 業

1 2 1 2化 粧 品 製 造 業

1化 粧 品 製 造 販 売 業

1 1 4 1医 療 機 器 製 造 業

1 1 1医療機器製造販売業

6 3 4 1 2 38 5医 療 機 器 修 理 業

1 2医 薬 品 輸 入 販 売 業

1 12 1 5医 薬 品 製 造 業

1 2 1 1医 薬 品 製 造 販 売 業

1医療用具輸入販売業

9 6 4 1 3 61 12 7 2 1 1合 計

(2) 医薬分業

医薬分業の推進を図り、医薬品の適正で安全な使用と医療の質の向上を目指しています。

処方せんの発行及び応需状況

年 度 応需枚数 応需薬局数 発行医療機関数 処方せん受け取り率

平成 9年度 1,176,967 93 69 24.1

平成10年度 1,652,960 105 92 31.5

平成11年度 1,909,747 107 121 34.8

平成12年度 2,201,861 113 134 37.8

平成13年度 2,130,940 129 137 40.7

平成14年度 2,229,815 130 156 42.9

平成15年度 2,213,280 138 181 45.4

平成16年度 2,491,196 160 205 51.6

平成17年度 2,719,415 165 205 51.7

平成18年度 2,808,986 180 238

(3) 血液確保

安全な輸血用血液を確保するため、地域住民に献血思想の普及啓発に努めるとともに、事業所

訪問や街頭献血キャンペーン等を実施し、血液の確保に努めています。

平成14年度からは、移動献血会場にて骨髄バンクドナー登録会を行い、登録の推進に貢献して

います。

ア 献血実績

区 分 献血者数(人) 200ｍｌ(人) 400ｍｌ(人) 成 分(人) 達成率（％）

平成11年 7,410 3,034 3,683 693 89.3

平成12年 7,280 2,871 3,831 578 87.7

平成13年 7,105 2,734 3,784 587 86.9

平成14年 6,891 2,687 3,701 503 84.1

平成15年 6,577 2,503 3,546 723 81.5

平成16年 5,970 2,411 3,166 393 73.9

平成17年 6,011 2,224 3,648 139 97.3

平成18年 5,883 2,035 3,848 - 95.3

献血目標達成率:11年度までは200ml換算｡ 12年度以降は人数で計算。
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イ 愛の血液街頭献血キャンペーンの実施

(ｱ) 平成18年7月20日（木）

田村市船引中央公民館（午前） ショッピングセンターふねひきパーク（午後）

献血者数： 78人

(ｲ) 平成18年7月28日（金）

須賀川市あきない広場

献血者数：128人

献血実績（平成18年度）ウ 市町村別

須賀川市 田村市 鏡石町 天栄村市 町 村 名

2,367 1,004 455 153献 血 者 数（人）

106.0 83.0 128.9 83.6達 成 率 （％）

84.3 113.2 94.4対前年度比 （％） 107.3

299 156 48200ml 献血者数(人) 843

内 81.0 144.4 85.7献血 達 成 率(％) 123.6

訳 1,524 705 299 106400ml 献血者数(人)

98.3 83.9 122.0 82.7献血 達 成 率(％)

40.1 35.9 45.5 38.3献血車１稼働当たり献血者数

石川町 玉川村 平田村 浅川町 古殿町市 町 村 名

466 156 140 163 184献 血 者 数（人）

88.9 74.3 66.7 81.1 102.2達 成 率 （％）

115.3 84.3 89.7 91.1 98.4対前年度比 （％）

188 40 52 66 69200ml 献血者数(人)

内 117.5 62.5 81.3 108.2 125.5献血 達 成 率(％)

訳 278 116 88 97 115400ml 献血者数(人)

76.4 79.5 60.3 69.3 92.0献血 達 成 率(％)

38.8 39.0 35.0 40.8 46.0献血車１稼働当たり献血者数

三春町 小野町 管内計市 町 村 名

421 374 5,883献 血 者 数（人）

79.0 111.0 95.3達 成 率 （％）

74.0 100.8 97.9対前年度比 （％）

158 116 2,035200ml 献血者数(人)

内 96.9 112.6 108.0献血 達 成 率(％)

訳 263 258 3,848400ml 献血者数(人)

71.1 110.3 89.7献血 達 成 率(％)

32.4 41.6 39.0献血車１稼働当たり献血者数

(4) 骨髄バンクドナー登録（平成18年度）

・受付件数：205名
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４ 毒物劇物

毒物及び劇物取締法に基づき、保健衛生上の危害を防止するため、製造業者、販売業者及び業務

上毒物劇物を取扱う業者等の監視・指導を実施しています。

(1) 毒物劇物営業者数 （平成19年3月31日現在）

特定毒物
区分 販 売 業 業務上取扱者

研 究 者製造業 輸入業 一 般 農業用 特 定 電気メ 金属熱 運送業
品 目 品 目 ッキ業 処理業市町村

郡 山 市 9 1 - - - 6 1 10 6

須賀川市 1 16 26 2 1

田 村 市 10 24

鏡 石 町 1 3 2

天 栄 村 1 2

石 川 町 5 9

玉 川 村 1 3

平 田 村 2 2

浅 川 町 3 2 1

古 殿 町 2 2

三 春 町 1 5 7

小 野 町 1 4 6

合 計 12 2 52 85 0 9 1 10 7

(2) 販売業者の登録等の処理件数 （平成18年度）

区 分 新 規 登録更新 変更届 廃 止
登録票 責任者

変更届書換交付 再交付

販 一 般 1 6 1 3 5 7

売 農業用品目 7 5 1 1 4 23 12

業 特 定 品 目

特定毒物使用者

特定毒物研究者

合 計 8 11 2 1 7 28 19

５ 麻薬・覚せい剤・大麻・向精神薬

麻薬向精神薬取締法等関係法令に基づき指導取締を行っています。

(1) 麻薬取扱者数 （平成19年1月1日現在）

特定麻薬等原料麻 薬 卸 麻 薬 小 麻薬施用者 獣 医 師 麻薬管 麻 薬
合計

売 業 者 売 業 者 医 師 歯科医師 理 者 研究者 卸 小 売 業 者

5 144 856 22 28 69 3 18 1,145
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(2) 免許申請等事務処理件数 （平成18年度）

区 分 新 規 書換交付 再交付 廃 止

卸 売 業 者 1

麻 小 売 業 者 16 6 7

施 用 者 156 153 2 95

薬 管 理 者 14 2 14

研 究 者 1 1

特定麻薬等原料卸・小売業者

覚 施 用 者 1 1

せ 研 究 者

い 原 料 研 究 者 1 1

剤 原 料 取 扱 者 1 1

大 麻 研 究 者

向 製造製剤業者

精 試 験 研 究 者 1

神 卸 業 者

合 計 191 163 2 119

６ 薬物乱用防止事業

シンナー・覚せい剤等の薬物乱用を防止するため、保護司・民生児童委員・薬剤師等からなる地

区薬物乱用防止指導員協議会と連携のもと、小・中・高校生や地域住民に対し、啓発活動を実施し

ています。

(1) ６２６ヤング街頭キャンペーン（４地区で実施）

郡山地区：ＪＲ郡山駅前 須賀川地区：ＪＲ須賀川駅前

田村地区：ふねひきパーク前

石川地区：県立石川高校前・学校法人石川高校前・県立小野高校平田分校前

(2) 薬物乱用防止教室

中学校数：12校（参加生徒数：1,822名）

(3) 薬物乱用防止スクールキャラバンカー

小学校数：５校（参加生徒数：265名 、中学校数：７校（参加生徒数：585名））

(4) 薬物乱用防止指導員研修会

期 日：平成19年 2月27日（火）

場 所：郡山労働福祉会館大ホール

参加者：121名（うち学校関係者：56名）
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第１ 医療薬事グループの業務

第1-2 感染症予防チ－ムの業務

１ 感染症・感染症患者の発生状況

現代の感染症の脅威と感染症を取り巻く状況の変化に対応するため、旧来の感染症対

策の考えかたを大きく見直し 「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する、

法律」が平成11年4月1日から施行されています。

法施行後も、ウエストナイル熱、鳥インフルエンザ等の動物由来感染症や重症急性呼

吸器症候群（ＳＡＲＳ）等の新興感染症が世界各国で発生するなど、感染症対策の強化

が一層求められています。

また、テロ対策として、天然痘ウィルスや炭疽菌等を使用する生物テロへの対応も必

要な国際情勢となっています。

（平成18年度）

五類感染症感染症分類 三類感染症 四類感染症
一類・二類

感染症
全数把握 定点把握

ツツガムシ病疾 病 名
腸 管 出 血 性

－ 週 報 月 報大腸菌感染症 劇 症 型 溶 血 性
レンサ球菌感染症

性感染症

１ 5,298発生件数 ０ ６ 13
50

２ 予防接種・ 市町村予防接種実施状況（定期）

(DPT)(1) 百日咳・ジフテリア・破傷風混合ワクチン

ア 第Ⅰ期定期接種（初回 ・従来の第Ⅰ期：生後3ヶ月から90ヶ月未満に接種、標準）

として生後3ヶ月から12ヶ月までの者に行う。

イ 第Ⅰ期定期接種（追加 ・従来の第Ⅱ期：初回接種完了後6ヶ月以上の間隔をおい）

て接種、標準として初回接種終了後12ヶ月から18ヶ月を経過した者に行う。

ウ 第Ⅱ期定期接種 従来のⅢ期：11歳から13歳未満に接種、標準として小学（DT ・）

校6年（12歳）の者に行う。

(平成18年度)

百日咳・ジフテリア・破傷風混合ワクチン(DPT) 第Ⅱ期定期接種(DT)
区 分

第Ⅰ期（初回） 第Ⅰ期（追加） 第Ⅱ期

対象 第１ 第２ 第３ 接 種 対象 接種 接 種 対象 接種 接 種
市町村別 人員 回目 回目 回目 率(%) 人員 人員 率(%) 人員 人員 率(%)

須賀川市 723 731 717 98.6 764 633 82.9 897 700 78.0727

田 村 市 297 296 261 58.1 370 247 66.8 563 303 53.8449

岩瀬郡計 178 170 171 91.0 190 171 90.0 205 170 82.9188

石川郡計 377 374 349 64.6 537 384 71.5 467 449 96.1540

田村郡計 244 232 214 80.1 260 211 81.2 258 191 74.0267

計 2,171 1,819 1,803 1,712 78.9 2,121 1,646 77.6 2,390 1,813 75.9

(2) 急性灰白髄炎（ポリオ）

、 。生後3ヶ月から90ヶ月未満に接種 標準として生後3ヶ月から18ヶ月までの者に行う
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(3) ＢＣＧ接種

乳幼児に接種していたツベルクリン反応検査は、平成17年3月31日付けで廃止となり

ました。

6ヶ月未満の者に平成17年4月1日から直接ＢＣＧを接種

(平成18年度)

区 分 急性灰白髄炎（ポリオ） ＢＣＧ接種

対象人員 第1回目 第2回目 接種率(%) 対象人員 接種人員 接種率(%)市町村別

須賀川市 727 696 673 92.6 727 665 91.5

田 村 市 435 314 299 68.7 359 264 73.5

岩瀬郡計 131 122 110 84.0 171 166 97.1

石川郡計 598 356 360 60.2 353 348 98.6

田村郡計 223 225 203 91.0 239 238 99.6

計 2,114 1,713 1,645 77.8 1,849 1,681 90.9

(4) 麻しん、風しんワクチン

Ⅰ期、Ⅱ期に分けて混合(ＭＲ)又は、単抗原ワクチンを接種、Ⅰ期が12ヶ月～24カ

月未満の者・Ⅱ期が小学校就学時１年前～就学前日までの間にある者

(平成18年度)

麻しん・風しん 麻しん 風しん
（ＭＲ）混合 （単抗原ワクチン） （単抗原ワクチン）区 分

接種率対 象 接 種 接種率 対 象 接 種 接種率 対 象 接 種
人 員 人 員 (%) 人 員 人 員 (%) 人 員 人 員 (%)市町村別

Ⅰ期 764 700 91.6 1 1 100 3 3 100
須賀川市

Ⅱ期 839 691 82.4 20 20 100 27 27 100

Ⅰ期 341 243 71.3 7 7 100 0 0 0
田 村 市

Ⅱ期 427 273 63.9 35 35 100 7 7 100

Ⅰ期 149 126 84.6 2 2 100 0 0 0
岩瀬郡計

Ⅱ期 123 113 91.9 10 10 100 3 2 66.7

Ⅰ期 436 329 75.5 7 7 100 10 9 90.0
石川郡計

Ⅱ期 381 345 90.6 17 17 100 25 21 84.0

Ⅰ期 219 216 98.6 0 0 0 2 2 100
田村郡計

Ⅱ期 303 200 66.0 2 2 100 2 2 100

Ⅰ期 1,909 1,614 84.5 17 17 100 15 14 93.3
合 計

Ⅱ期 2,073 1,622 78.2 84 84 100 64 59 92.2

(5) 日本脳炎

ア 第Ⅰ期定期接種（初回 ・生後6ヶ月から90ヶ月未満に接種、標準として36ヶ月（3）

歳）の者に行う。1～4週間の間隔で2回皮下接種。

イ 第Ⅰ期定期接種（追加 ・初回接種終了後約１年を経過した時期、標準として48）

ヶ月（4歳）の者に行う。

、 。ウ 第Ⅱ期定期接種・9歳から12歳未満に接種 標準として小学4年生(9歳)の者に行う
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(平成18年度)

日 本 脳 炎
区 分

Ⅰ期初回 Ⅰ期追加 Ⅱ 期

接 種 対 象 接 種 接 種 対 象 接 種 接 種対 象 接種人員
率(%) 人 員 人 員 率(%) 人 員 人 員 率(%)市町村別 人 員 第1回 第2回

須賀川市 768 0 0 0.0 816 1 0.12 876 0 0.0

田 村 市 1,259 1 0 0.07 365 0 0.0 423 0 0.0

岩瀬郡計 43 0 0 0.0 195 1 0.51 45 0 0.0

石川郡計 144 0 0 0.0 153 1 0.65 149 0 0.0

田村郡計 334 0 0 0.0 379 1 0.26 445 0 0.0

計 2,548 1 0 0.03 1,908 4 0.20 1,938 0 0.0

※平成17年5月30日から積極的勧奨を差し控えております。

３ 結核予防対策

(1) 結核登録状況

結核の新登録者及び罹患率については、全国と同様、減少傾向となっています。

平成18年の登録者は53名中32名(60.4%)、新登録者においては23名中13名(56.5%)が

高齢者(60歳以上)であり、高齢者等のハイリスク層への結核対策を重点的に推進する

必要があります。

また、治療中の者の確実な服薬のための支援や、患者との接触が疑われる者には定

期外健康診断の推進など、リスクに応じた効率的な健康診断の強化が求められていま

す。 (平成18年度)

前年末現在 年 末 現 在区 分 新規登録 登録除外数

登録患者数 登録患者数新 規 転 入 登録除外 転 出市町村別

平成16年 65(11) 29(7) 2(1) 24(9) 1 71(10)

平成17年 71(10) 31(3) 0 42(5) 0 60( 8)

平成18年 60( 8) 23(2) 0 30(9) 0 53( 1)

須 賀 川 市 15( 5) 9 0 7(5) 0 17

田 村 市 13 3 0 7 0 9

鏡 石 町 4 2 0 2 0 4

天 栄 村 5 0 0 1 0 4

石 川 町 5 2 0 4 0 3

玉 川 村 3( 2) 1 0 1(2) 0 3

平 田 村 1 2 0 0 0 3

浅 川 町 3 1(1) 0 1 0 3( 1)

古 殿 町 5 1(1) 0 2(1) 0 4

三 春 町 3( 1) 1 0 2(1) 0 2

小 野 町 3 1 0 3 0 1

＊ （ ）は初感染結核数で別掲
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(2) 結核定期健康診断実施状況

従来の結核早期発見対策として行われてきた一律的・集団的な定期の健康診断とい

う手法は、結核の罹患率が法制定当時と比べ大幅に改善し、患者数が少なくなったこ

となどにより、平成17年4月1日から健康診断の対象者の見直しがありました。

市町村の行う健康診断は65歳以上の者が対象、学校・医療機関・老人保健施設・社

会福祉施設の従事者は、発症すれば二次感染を引き起こす危険性が高い職種として、

毎年１回の定期健康診断を実施しています。

また、学校における定期の健康診断は、高校以降の生徒・学生に対し、入学した年

度に１回実施しています。

（平成18年度)

定 期
定 期 外

合 計区 分 学 校 長 施設の長 市町村長
健康診断事 業 所

高 １ 入 所 者 一般住民

対 象 者 6,228 2,431 1,002 38,579 151 48,391

受 診 者 5,841 2,425 986 16,141 145 25,538

受診率(%) 93.8 99.8 98.4 41.8 96.0 52.8

被 注 射 数 9 9
ツ

9 9被判定者数

反 2 2陰 性 者 数

7 7陽 性 者 数

BC G接種者数 1 1

間接撮影者数 2,593 2,425 142 16,141 0 21,301

3,248 0 844 0 144 4,236直接撮影者数

精 密 検 査 9 4 267 － 280

58 0 50 196 0 304かくたん検査者数

0 0 0 0 0 0発 結核患者数
見

結核発病の患
0 0 0 0 1 1者

恐れがある者数

(3) 接触者検診（定期外健康診断）

結核患者が発生した場合、家族及び接触者の健康状況を確認するために、医療機関

において健康診断を実施しています。

（平成18年度）

対象者数 受診者数 受診率(%) 要医療 異常なし 経過観察発病の恐れのある者

151 145 96.0 0 1 130 14

(4) 結核患者登録者に対する管理検診

、 、結核治療終了者 治療放置及び病状不明者等の者に対して健康診断を実施するため

医療機関と委託契約を結び、再発がないか確認しています。

（平成18年度)

対象者数 受診者数 受診率(%) 要医療 異常なし 経過観察発病の恐れのある者

24 23 95.8 0 0 16 7
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(5) 県中地区結核診査協議会による診査・答申状況

結核予防法第48条に基づき結核診査協議会を置いて、知事の諮問に応じ、第29条の

命令入所及び第34条第１項の事項を診査し、答申しています。

同結核診査協議会は、委員５名で構成され、委員の任期は２年です （資料編参照）。

（平成18年度)

区 分 申請件数 合格件数 承認件数

法第34条 40 38 38

法第29条及び35条 1 1 1

計 41 39 39

※命令入所解除件数 １件（知事の職権により解除）

(6) 結核対策特別促進事業

(平成18年度)講演会の開催

対 象 者 実施件数 人 数 内 容

高齢者施設 2 103 結核と感染症について

1 9 〃ホームヘルパ－

学 生 4 24 〃

その他一般 2 70 〃

計 9 206

４ エイズ予防対策及びウイルス肝炎対策

(平成18年度)(1) エイズ相談及びＨＩＶ抗体検査

相談等件数 ＨＩＶ抗体検査実施件数

電 話 来 所 計 男 女 計

138 109 247 65 21 86

(平成18年度)
(2) ウイルス肝炎一般相談及び検査実施件数

相談等件数 ＨＣＶ検査件数 ＨＢＳ検査件数 計

電 話 来 所 計
0 0 0

8 3 11

(平成18年度)(3) 世界エイズデ－街頭キャンペ－ン

開 催 日 開催場所 開催内容 配布枚数

18.12.1 ヨ－クベニマル須賀川西店 啓 発 用 資 材 配 布 3,000(金)

(平成18年度)
(4) 講演会の開催

対 象 者 実施件数 人 数 内 容

学 生 3 21 エイズについて

一 般 3 79 〃

合 計 6 100




